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概    要 本研究は、非医療系女子大学生を対象とした乳がんおよび子宮がん啓発教育プログ
ラムを実施、評価し、女子大学生へのよりよいプログラム開発への示唆を得ることを目的とした。教育
系女子大学生 33 名を対象に、ヘルスビリーフモデルを基盤に作成した 70 分程度の教育プログラムを開
催し、前後に無記名自記式の質問紙調査を実施した。その結果、子宮頸がんに関する知識に有意な得点
の上昇が認められた。しかし、乳がんに関する知識には有意な差は認められなかった。意識については
「子宮頸がん検診を定期的に受けたい」「必要な年齢になったら乳がん検診を定期的に受けたい」「乳房
自己検診を実施したい」に、有意な得点の上昇がみられ、本プログラムにより女子大学生の検診への意
識を高めることができた。以上の結果から、教育プログラムの有効性が示唆された。 
今後、これらの教育効果が検診受診行動に結びつくかの検討が必要である。 
関連キーワード  女子大学生，乳がん・子宮がん検診，啓発教育プログラム 
 
 
  
乳がんは、現在、女性のがん罹患の第 1 位であ
り、30 歳以上のすべての年代において乳がんの増
加が認められ、今後さらに増加するであろうと予
測されている。また、その年齢調整死亡率も年々
増加しており、30 歳代から 64 歳の若い女性の死亡
原因の第 1位である（人口動態統計，2005）。子宮
頸がんの好発年齢は 30～40 歳代であるが、近年、
20 歳代の若年層における罹患の増加が問題とされ
ている（Matsuda,et al.,2009）。欧米諸国におけ
る乳がんおよび子宮頸がん検診の受診率は 60％以
上と高く、この高い受診率が乳がん、子宮頸がん
死亡率減少の一因と考えられており、わが国にお
いても一人でも多くの女性が検診を受けることが
重要である。 
現在、乳がんは 40 歳、子宮頸がんに関しては 20
歳から 2 年に 1 回の検診が勧められている。国は
がん検診の受診率を2011年度までに50％以上にす
ることを目指し、これらのがんに対する特定の年
齢女性への無料検診を実施するなど、積極的に普
及啓発を図っている。しかし、わが国女性の乳が
んおよび子宮頸がん検診受診率は未だ 20％程度、
20～25 歳女性の子宮頸がん検診受診率はわずか
5.6％に過ぎない（厚生労働省, 2008）。英国では、
10 代前半の女子学生に対する子宮頸がんや予防ワ
クチン、乳がんに関する啓発教育が積極的に実施
されており、若い年代の子宮頸がん検診受診率は
60％以上と高い。一方、筆者らがこれまでに実施
した調査では、わが国の非医療系女子大学生の子
宮がんや乳がんに関する知識や関心は、医療系女
子大学生に比べて低かった。 
以上から、子宮頸がん検診が適応となる一般女
子大学生の子宮頸がんや検診、乳がんに関する知
識を増やし、関心を高めるとともに、今後の適切
な受診行動に繋げるための教育が必要であると考
えた。 
本研究の目的は、非医療系女子大学生を対象と
した乳がんおよび子宮頸がん啓発教育プログラム
を実施、評価し、女子大学生へのよりよいプログ
ラム開発への示唆を得ることである。 
 
 
 
プログラムは、ヘルスビリーフモデルを基盤に
作成した。講義、参加者と同年代の子宮頸がん検
診受診者の体験談、乳房触診モデルを使用した演
習から構成された70分程度のプログラムを行ない、
プログラム前後に無記名自記式の質問紙調査を実
施した。 
調査内容は、①受診状況（健康診断・子宮頸が
ん検診・乳房自己検診実施の有無と頻度）②子宮
がんに関する知識10項目 ③乳房および乳がんに
関する知識10項目 ④子宮がんや検診に関する意
研究の背景および目的 
研究の内容および成果 
 識 9 項目 ⑤子宮頸がん予防ワクチン接種に関す
る意向 ⑥乳房および乳がん、検診に関する意識
16 項目 ⑦子宮がん・乳がんに関する教育経験の
有無などである。分析は、１）量的データは記述
統計を求め、質的データはカテゴリーに分類、 
２）啓発教育前後の子宮がんおよび乳房、乳がん
に関する知識・意識の変化について、Wilcoxon の
符号付順位検定を実施した（有意水準 5％）。 
１．対象者の受診状況 
参加者は教育系女子大学生 34 名、そのうち有効
回答を得た33名を分析対象とした（回収率100％，
有効回答率 97.6％）。年齢は 19～23（平均 20.9±
0.92）歳で、子宮頸がん検診が適応となる 3・4年
生の参加が28名（84.8％）、1・2年生が5名（15.2％）
であった。子宮頸がん検診を受けたことがある者
は 3 名（9.0％）、子宮頸がん予防ワクチン接種者
は 1 名（3.0％）、乳房自己検診実施経験者が 3 名
（9.0％）であった。 
２．教育プログラム受講前後の子宮頸がんおよび
乳がんに関する知識の変化（図 1） 
 子宮頸がんに関する知識において、有意な得点
の上昇が認められた（z =－4.79，p <0.001）。乳
がんに関する知識においては、有意な差は認めら
れなかった。 
３．教育プログラム受講前後の子宮頸がんおよび
乳がんに関する意識の変化 
子宮頸がんに関する意識において「自分は子宮
頸がんにかかる可能性がある」（z =－2.24，p 
<0.05），「子宮頸がん検診を定期的に受けたい」（z 
=－3.39，p <0.01）に、有意な得点の上昇が認め
られた。乳がんに関する意識においては「必要な
年齢になったら乳がん検診を定期的に受けたい」
（z =－2.71，p <0.01）,「乳房自己検診を実施し
たい」（z =－3.82，p <0.001）に、有意な得点の 
 
上昇が認められた。 
子宮頸がん予防ワクチン接種については、受講
前に「希望する」と回答した 16 名中、3 名が受講
後「迷っている」と回答していた。また、受講前
に「迷っている」と回答した 13 名中、9 名が受講
後も「迷っている」と回答しており、その理由は
いずれも「ワクチン接種費用の高さ」であった。 
４．プログラム内容の評価 
プログラムの開催場所、日時、会場、長さ、参
加人数、満足度、難易度については、概ね高い評
価であった。また、自由記載において同年代の女
子大学生による子宮頸がん検診や予防ワクチン接
種の体験談に対する肯定的意見が多くきかれた。 
 
以上の結果から、子宮頸がんに関する知識、意
識、乳がんに関する意識によい影響が認められ、
教育プログラムの有効性が示唆された。これらの
教育効果が検診受診行動に繋がっているかについ
ての検討が今後の課題である。また、乳がんに関
する知識の提供方法などの再検討が必要である。
なお、本研究は、次年度も対象施設や対象者を増
やして継続予定である。 
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